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萩 市 の 活 性 化 の た め 、
買 物 は 地 元 で 、 発 注 は 地 元 に

未来への桜道
撮影　マキタオモリツグ

ここ数日は雨風が強く、葉桜になっている木もありましたが、満開時には撮影できない散り
ゆく花びらが舞う様子や、側溝や散歩道がピンク色の絨毯のように染まり幻想的な空間が
演出され良い撮影になりました。 （撮影地：萩市椿東 維新ロード）

令和６年能登半島地震により被災された方々を支援するため、日本赤十字社では義援金を受け付け
ております。皆様の温かいご支援をお願いいたします。詳しくは萩市ホームページをご覧ください。

令和６年能登半島地震への義援金の募集について
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Ｇ
Ｗ
期
間
中
、
５
月
１
日

か
ら
５
日
の
５
日
間
で
開
催

さ
れ
て
い
る
﹁
萩
焼
ま
つ
り
﹂

は
、
昨
年
よ
り
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
萩
市
内
を
販

売
会
場
と
見
立
て
た
実
店
舗

販
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
萩
・

明
倫
学
舎
と
萩
市
民
館
を
特

設
販
売
会
場
と
し
て
活
用
し
、

36
店
舗
の
窯
元
や
販
売
店
が

出
店
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
全
域
に
経
済

効
果
を
波
及
さ
せ
る
た
め
に
、

山
口
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同

業
組
合
萩
支
部
と
も
連
携
し
、

市
内
の
飲
食
店
へ
の
紹
介
・

案
内
も
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
か
ら
、
来
場
さ
れ
た

お
客
様
に
、
よ
り
多
く
の
店

舗
を
巡
っ
て
い
た
だ
く
試
み

と
し
て
、
特
産
品
が
抽
選
で

当
た
る
﹁
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
﹂

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

①
萩
焼
ま
つ
り
実
店
舗
販
売

︵
協
賛
店
︶

萩
市
内
を
販
売
会
場
と
し

た
実
店
舗
販
売
が
行
わ
れ
ま

す
。
期
間
中
は
来
場
者
に
よ

る
特
典
︵
粗
品
・
割
引
販
売

等
︶
が
準
備
さ
れ
、
萩
市
民

体
育
館
開
催
時
と
同
様
の
お

得
感
が
演
出
さ
れ
る
ほ
か
、

実
店
舗
な
ら
で
は
の
豊
富
な

品
揃
え
が
魅
力
と
な
り
ま
す
。

周
知
に
つ
い
て
は
、﹁
萩
焼

ま
つ
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹂

上
に
協
賛
店
マ
ッ
プ
と
し
て

記
さ
れ
、
地
図
上
に
店
舗
所

在
地
や
店
舗
概
要
等
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

●
日
時

令
和
６
年
５
月
１
日

㈬
～
５
月
５
日
︵
日
・
祝
︶
５

日
間

●
時
間

各
事
業
者
の
営
業

時
間

●
会
場

各

事
業
者
の
店

舗②
萩
焼
ま
つ

り
﹁
萩
・
明

倫
学
舎
﹂
・

﹁
萩
市
民
館
﹂

出
店
販
売

市
内
中
心

部
の
２
施
設

を
特
設
会
場
と
し
て
販
売
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

●
日
時

令
和
６
年
５
月
１

日
㈬
～
５
月
５
日
︵
日
・
祝
︶

５
日
間

●
時
間

９
時
30
分
～
17
時

●
会
場

萩
・
明
倫
学
舎
本

館
１
階
、
３
号
館
２
階
、
萩

市
民
館
小
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

③
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売

会
期
よ
り
16
日
間
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
販

売
が
実
施
さ
れ
ま
す
。﹁
萩
焼

ま
つ
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹂

か
ら
の
リ
ン
ク
形
式
で
、
出
店

者
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
へ
直
接
移
動

す
る
仕
組
み
で
す
。

●
日
時

令
和
６
年
５
月
１
日

㈬
～
５
月
16
日
㈭

●
会
場

萩
焼
ま
つ
り
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
萩
・
明
倫
学
舎
」「
萩
市

民
館
」
周
辺
を
特
設
会
場

と
し
て
、
実
店
舗
・
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
販
売

街じゅうが販売会場街じゅうが販売会場街じゅうが販売会場

開催決定！開催決定！開催決定！



毎
年
こ
の
時
期
に
公

表
さ
れ
て
い
る
萩
地
域

へ
の
観
光
客
数
の
動
向

に
つ
い
て
、
結
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、

令
和
５
年
に
萩
市
を
訪

れ
た
観
光
客
数
は
３
８

２
万
人
と
前
年
比
５
・

９
％
増
加
︵
令
和
４
年

３
６
１
万
人
︶、
一
方
、

宿
泊
客
数
は
28
万
人
と

前
年
と
ほ
ぼ
同
水
準
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、

萩
市
で
は
次
の
と
お
り

分
析
し
て
い
ま
す
。

︱
発
表
資
料
よ
り
︱

令
和
５
年
は
、﹁
萩
・

明
倫
学
舎
５
周
年
﹂、

﹁
世
界
遺
産
﹃
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
﹄
萩

の
５
資
産
﹂
な
ど
﹁
５
﹂

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

萩
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

﹁
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
萩
﹂
を
、

﹁
歴
史
や
ま
ち
な
み
﹂
や

四
季
折
々
の
﹁
花
﹂、
豊

富
な
﹁
食
﹂
な
ど
、
萩

な
ら
で
は
の
観
光
資
源
を
活
用
し

て
、
観
光
事
業
者
、
地
域
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
展
開
し
、
観
光
客
誘

致
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
着
物
を
活
用
し
た
取
組

の
強
化
に
加
え
、
歴
史
や
ま
ち
な

み
、
自
然
や
食
な
ど
、
萩
な
ら
で

は
の
地
域
資
源
、
お
た
か
ら
を
活

用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売

促
進
を
行
う
と
と
も
に
、
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
覧
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

特
に
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加

価
値
化
に
向
け
た
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
内
16
事
業
者
・
25
施
設
が
国

の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
宿
泊
施
設

や
お
土
産
物
屋
な
ど
観
光
関
連
施
設

の
外
観
や
内
装
の
改
修
を
総
事
業
費

10
億
円
規
模
で
実
施
す
る
な
ど
、
観

光
地
﹁
萩
﹂
の
魅
力
度
向
上
に
繋
が

る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
萩
市
観
光
協
会
に
お
い

て
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
た
動
画
配
信
や
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
山
口
大
学
と
連
携
し
た
訪
日

外
国
人
観
光
客
︵
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
︶

向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
掲
載

す
る
な
ど
、
動
画
を
活
用
し
た
情
報

発
信
や
旬
な
観
光
情
報
の
発
信
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情
報
発

信
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
移
行
に

伴
い
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
市

内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

﹁
萩
ア
オ
ハ
ル
︵
青
春
︶
祭
﹂、

﹁
萩
・
竹
灯
路
物
語
×
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
﹂、﹁
萩
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
﹂
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
夜

間
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ナ
イ

ト
観
光
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
整
備
し
ま

し
た
。さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、

Ｇ
Ｉ
萩
︵
日
本
酒
︶
を
提
供
し
、
消

費
額
の
増
加
、
滞
在
時
間
の
延
長
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田
万
川
地
域
、
旭
地
域
の
道
の
駅

の
観
光
入
込
客
数
は
、
コ
ロ
ナ
前
の

令
和
元
年
度
の
入
込
客
数
を
上
回

り
、
周
辺
の
施
設
、
自
然
散
策
ス
ポ

ッ
ト
と
と
も
に
、
両
地
域
の
観
光
入

込
客
数
の
増
加
を
大
き
く
け
ん
引
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
に
は
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
大

型
外
国
客
船
の
寄
港
を
皮
切
り
に
、

合
計
９
隻
の
外
国
客
船
が
萩
港
へ
入

港
す
る
な
ど
、
高
ま
り
を
見
せ
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
説
明
看
板
の
多
言
語
化
や
誘
導

サ
イ
ン
の
設
置
を
支
援
す
る
な
ど
、

受
入
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

今
年
も
２
月
４
日
に
観
光
シ
ー
ズ

ン
開
き
が
開
催
さ
れ
、
観
光
イ
ベ
ン

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
所
も

重
点
事
業
で
あ
る
観
光
振
興
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
事
業
展
開
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

−３−

観光入込客数集計対象
萩地域24施設・川上地域４施設・田万川地域７施設・むつみ地域６施設・須佐地域９施設・旭地域５施
設・福栄地域２施設・各イベント

令
和
５
年
に
お
け
る
観
光
客
の
状
況
に
つ
い
て

令和５年（１月～12月）観光入込客数および宿泊者数

観光入込客数

宿 泊 者 数

4,506,575

令和元年

405,409

3,614,421

令和４年

288,861

3,828,146
令和５年

283,955
105.9%

前年比

98.3%

84.9%

令和元年比

70.0%
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当
所
の
部
会
は
、
そ
の
関

係
業
種
の
改
善
発
達
を
図
る

た
め
に
、
広
く
部
会
員
か
ら

の
意
見
を
聴
き
、
政
策
の
提

言
、
業
界
内
部
の
意
思
統
一

を
図
る
等
、
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
相
互
の
情

報
交
換
を
行
う
ほ
か
、
部
会

員
の
啓
発
、
親
睦
を
図
る
た

め
、
事
業
を
行
う
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
開
催
さ
れ
た
す
べ
て

の
部
会
で
は
、
萩
市
の
関
係

部
署
の
担
当
者
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
意
見
交
換
会
を

実
施
し
、
部
会
員
に
関
係
し

た
市
の
施
策
等
に
つ
い
て
、

部
会
員
よ
り
質
問
ま
た
は
担

当
部
署
へ
の
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

意
見
交
換
会
終
了
後
、
す

べ
て
の
部
会
で
、
令
和
６
年

度
の
部
会
活
動
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
次

年
度
の
部
会
活
動
の
方
向
性

を
決
定
し
ま
し
た
。

■
観
光
特
産
部
会
常
任
委
員
会

日
　
時

１
月
31
日
㈬

14
時
～

協
議
題

令
和
６
年
度
部
会

活
動
に
つ
い
て

■
建
設
製
造
部
会

正
副
部
会
長
会
議

日
　
時

２
月
２
日
㈮

10
時
～

協
議
題

令
和
６
年
度
部
会

活
動
計
画
に
つ
い
て

■
商
業
部
会
常
任
委
員
会

日
　
時

２
月
２
日
㈮

15
時
30
分
～

協
議
題

令
和
６
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て

■
サ
ー
ビ
ス
輸
送
部
会

常
任
委
員
会

日
　
時

２
月
９
日
㈮

10
時
～

協
議
題

令
和
６
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て

■
水
産
部
会
常
任
委
員
会

日
　
時

２
月
９
日
㈮

18
時
～

協
議
題

令
和
６
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て

■
理
財
庶
業
部
会
常
任
委
員
会

日
　
時

２
月
14
日
㈬

13
時
30
分
～

協
議
題

令
和
６
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て

２
月
６
日
㈫
、
萩
市
共
通
商

品
券
協
同
組
合
︵
冨
田
正
人
理

事
長
︶
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ

れ
、
地
域
限
定
期
限
付
き
商
品

券
︵
市
内
お
買
い
物
商
品
券
︶

発
行
事
業
規
約
改
正
︵
案
︶
に

つ
い
て
の
審
議
が
お
こ
な
わ

れ
、
出
席
者
︵
委
任
状
出
席
者

含
む
︶
全
員
異
議
な
く
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の﹁
が
ん
ば
ろ
う
萩
！
市

内
お
買
い
物
商
品
券
事
業
﹂は
、

期
間
限
定
の
商
品
券
を
各
世

帯
に
配
布
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
好
循
環
の
回
復
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
家

計
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が

る
よ
う
、
市
内
で
の
買
い
物

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
世
帯
は
３
月
１
日
時
点

で
萩
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
が
あ
る
世
帯
で
、
配
布
す
る

商
品
券
は
１
世
帯
に
つ
き
６，

０
０
０
円
分
︵
１，
０
０
０
円

券
×
６
枚
︶
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
と
同
様
の
区
分
に
よ

る
﹁
共
通
券
﹂
と
﹁
専
用
券
﹂

を
封
入
し
ま
す
。
配
布
は
簡
易

書
留
に
て
４
月
１
日
か
ら
順
次

配
布
予
定
で
す
︵
詳
細
は
16
頁

を
参
照
︶。

ま
た
、
先
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
で
は
、
加
盟
店
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
が
決

定
し
ま
し
た
。

萩市と建設製造部会意見交換会

次
年
度
の
部
会
活
動
の
方
向
性
を
決
定

当
所
部
会
活
動
報
告

理財庶業部会常任委員会

萩
市
共
通
商
品
券
協
同
組
合

理
事
会
及
び
臨
時
総
会
を
開
催



−５−

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振

興
大
会
２
０
２
４
in
水
戸
が

茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
、

当
所
観
光
特
産
部
会
か
ら
会

長
他
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
商
工

会
議
所
が
主
催
す
る
観
光
振
興

に
関
す
る
大
会
で
、
２
月
21
日

か
ら
23
日
の
日
程
で
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
テ
ー
マ
は
﹁
旅
で

自
分
だ
け
の
道
を
見
つ
け
る
﹂

で
、
基
調
講
演
や
分
科
会
、

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
観
光
庁

長
官
が
﹁
観
光
立
国
日
本
の

実
現
に
向
け
て
﹂
と
題
し
て
、

観
光
振
興
の
重
要
性
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、

分
科
会
で
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

水
戸
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

訪
れ
、
観
光
振
興
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
学
べ
る
機
会
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
会
員
は
、
観

光
振
興
の
最
新
動
向
や
、
観

光
業
界
の
課
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
全
国
の
商
工
会

議
所
の
取
り
組
み
や
、
観
光

振
興
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
部
会
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会

観
光
特
産
部
会
か
ら
３
名
が
参
加

アクサ生命保険株式会社
山口支社　山口営業所　萩分室
〒758-0047　萩市東田町19-4
TEL 0838-26-0072　
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6

検定試験

技能検定試験
技能五輪山口県予選大会

お　問　い

合わせ先

お知らせ ●受検申込期間 ４月３日（水）～４月16日（火）まで

●受検案内（受検申請書）は当協会、市町労働担当課、職業安定
所等に用意しています。

●検定実施職種

園芸装飾／造園／◎機械加工／◎鉄工／建築板金／◎工場板金／

◎仕上げ／ダイカスト／◎電子機器組立て／◎電気機器組立て／

建設機械整備／◎婦人子供服製造／◎家具製作／◎建具製作／

印刷／石材施工／◎とび／◎左官／◎タイル張り／畳製作／

防水施工／内装仕上げ施工／熱絶縁施工／サッシ施工／表装／

塗装／◎フラワー装飾／路面標示施工／産業洗浄　等

令和６年度（前期）

◎印は技能五輪山口県予選大会職種
（平成13（2001）年１月１日以降に生まれた者が予選大会に出場できます。）

■ホームページでも技能検定のご案内をしています。
　URL  http://y-syokunou.com/

働く人々の技能を証明する国家検定
試験です。

高度な技能を国や県が公に認めた
ことが証明されます。

国家試験
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☎
全国健康保険協会 山口支部

協会けんぽ
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世
界
銀
行
は
、
１
月
の
﹁
世
界
経
済

見
通
し
﹂
に
お
い
て
、﹁
世
界
経
済
の

成
長
率
は
２
０
２
４
年
末
ま
で
に
、
５

年
間
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
過
去
30
年
で

最
低
の
水
準
に
な
る
﹂と
し
た［
注
１
］。

﹁
２
０
２
３
年
の
２
・
６
％
か
ら
２
０

２
４
年
は
２
・
４
％
と
３
年
連
続
で
鈍

化
し
、
２
０
１
０
年
代
の
平
均
を
ほ
ぼ

０
・
75
％
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
﹂
と
の
見

通
し
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
１
年
前

よ
り
唯
一
好
転
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
﹁
主
に
好
調
な
米
国
経
済
に
よ
り

世
界
同
時
不
況
の
リ
ス
ク
が
後
退
し
た

点
﹂
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
経

済
指
標
に
は
﹁
地
政
学
的
緊
張
の
高
ま

り
﹂
が
影
を
落
と
し
て
き
て
い
る
と
し

た
。
特
に
、
世
界
銀
行
は
﹁
大
半
の
主

要
国
に
お
け
る
成
長
鈍
化
﹂と
と
も
に
、

﹁
世
界
貿
易
の
低
迷
﹂
を
挙
げ
て
お
り
、

﹁
２
０
２
４
年
の
世
界
貿
易
の
成
長
率

は
、
コ
ロ
ナ
前
の
10
年
間
の
平
均
と
比

べ
、
そ
の
半
分
に
と
ど
ま
る
﹂
と
の
見

通
し
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
23
年
10
月
に
世

界
貿
易
機
関
︵
Ｗ
Ｔ
Ｏ
︶［
注
２
］
は
、

23
年
の
世
界
の
商
品
貿
易
額
の
伸
び
率

︵
貿
易
成
長
率
︶
の
見
通
し
を
、
前
回

︵
同
年
４
月
︶
の
１
・
７
％
の
半
分
以

下
の
０
・
８
％
に
下
方
修
正
し
た
。
そ

の
一
方
、
24
年
の
前
回
見
通
し
︵
３
・

２
％
︶
に
対
し
、
今
回
は
３
・
３
％
と

下
方
修
正
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
同
時

に
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
分
断
化
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
と
し
、

世
界
貿
易
の
構
造
的
な
変
化
に
対
す
る

懸
念
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し

て
、
例
え
ば
、
世
界
貿
易
に
占
め
る
中

間
財
の
割
合
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
活
動
量
を
示
す
指

標
の
過
去
３
年
間
の
平
均
51
・
０
％

が
、
23
年
上
半
期
に
は
48
・
５
％
に
低

下
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
24
年

世
界
経
済
の
成
長
率
は
、
過
去
の
景
気

循
環
の
セ
オ
リ
ー
︵
イ
ン
フ
レ
が
落
ち

着
き
、
金
利
が
低
下
し
始
め
る
と
貿
易

成
長
率
が
安
定
す
る
こ
と
︶
通
り
で
あ

れ
ば
、
23
年
対
比
で
貿
易
成
長
率
の
伸

び
が
回
復
す
る
こ
と
で
鈍
化
は
懸
念
さ

れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
に
上
昇
す
る
見

通
し
で
あ
る
。

貿
易
成
長
率
の
回
復
が
想
定
通
り
と

な
ら
な
い
リ
ス
ク
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
に

よ
る
保
護
主
義
︵
自
国
産
業
の
保
護
な

ど
を
目
的
に
、
自
由
貿
易
に
反
対
し
、

関
税
や
輸
入
制
限
な
ど
の
保
護
貿
易
政

策
を
採
用
す
る
主
義
︶
の
台
頭
が
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
あ
る
、
広

範
な
脱
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実

現
と
い
う
大
国
の
孤
立
主
義
︵
他
国
と

の
同
盟
関
係
や
国
際
組
織
へ
の
加
入
を

避
け
、
独
立
し
た
外
交
政
策
を
維
持
す

る
主
義
︶
へ
の
転
換
の
可
能
性
と
い
う

大
き
な
リ
ス
ク
も
考
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
24
年
は
世
界
的
な
﹁
選
挙

イ
ヤ
ー
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
で
も
、

11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
米
国
の
大
統

領
選
挙
と
下
院
選
挙
、
６
月
の
欧
州
議

会
選
挙
な
ど
の
結
果
に
よ
る
保
護
主
義

の
台
頭
の
懸
念
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
世

界
の
貿
易
成
長
率
を
見
通
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ン
ゴ
ジ
・
オ
コ
ン
ジ
ョ
・

イ
ウ
ェ
ア
ラ
事
務
局
長
は
﹁
世
界
経
済

の
分
断
は
こ
れ
ら
の
課
題
︵
貿
易
の
減

速
は
、
世
界
中
の
人
々
の
生
活
水
準
に

悪
影
響
︶を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
は
、
保
護
主
義
を
回
避

し
、
よ
り
強
靭
︵
き
ょ
う
じ
ん
︶
で
包

摂
的
な
世
界
経
済
を
育
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貿
易
の
枠
組
み

を
強
化
す
る
機
会
を
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
強
調
し
て
い
る
。
紛
争
解

決
能
力
の
再
構
築
な
ど
に
取
り
組
み
な

が
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
枠
組
み
を
維
持
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
規
制
下
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
貿

易
の
自
由
主
義
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
基
盤
と

な
る
国
際
協
調
を
重
ん
じ
る
規
範
の
共

有
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分

に
お
い
て
、
保
護
主
義
、
孤
立
主
義
を

強
め
る
国
々
の
大
幅
な
民
意
の
軌
道
修

正
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
20
年
代
は
世

界
貿
易
成
長
に
よ
る
世
界
経
済
の
成
長

の
機
会
を
生
か
せ
な
か
っ
た
10
年
と
し

て
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。

︵
２
月
20
日
執
筆
︶

株
式
会
社
大
和
総
研

金
融
調
査
部
主
席
研
究
員

内
野
　
逸
勢

﹁
水
準
の
低
さ
が
目
立
つ
世
界
経
済
と

世
界
貿
易
の
直
近
の
平
均
成
長
率
﹂

内野　逸勢／うちの・はやなり
静岡県出身。1990年慶応義塾大学法

学部卒業。大和総研入社。企業調査部、
経営コンサルティング部、大蔵省財政金
融研究所（1998～2000年）出向などを
経て現職（金融調査部　主席研究員）。
専門は金融・資本市場、金融機関経営、
地域経済、グローバルガバナンスなど。
主な著書・論文に『地銀の次世代ビジネ
スモデル』2020年５月、共著（主著）、
『FinTechと金融の未来～10年後に価値
のある金融ビジネスとは何か？～』
2018年４月、共著（主著）、『JAL再生
高収益企業への転換』日本経済新聞出版、
2013年１月、共著。IAASB CAG（国際
監査・保証基準審議会　諮問・助言グル
ープ）委員（2005～2014年）。日本証
券経済研究所「証券業界とフィンテック
に関する研究会」（2017年）

［
注
１
］
世
界
銀
行
﹁
世
界
経
済
、
過
去
30
年
で

最
低
の
水
準
へ
﹂
２
０
２
４
年
１
月

９
日
。

https://www.worldbank.org/ja/news/press‑
release/2024/01/09/global‑econom

ic‑
prospects‑january‑2024‑press‑release

［
注
２
］
世
界
貿
易
機
関
﹁
世
界
貿
易
の
見
通
し

と
統
計
︱
更
新：

２
０
２
３
年
10
月
﹂

２
０
２
３
年
10
月
５
日
。

https://w
w

w
.w

to.org/english/res̲e/book
sp̲e/gtos̲updt̲oct23̲e.pdf
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TEL 0838‑22‑1103 萩市椿3732の7
マシヤマ印刷
総合印刷・企画・デザイン制作

本
社

『自費出版』つくりかたのアドバイス。

あなたも作家。あなたも作家。
自分史をはじめ、記念誌、遺稿集、句集、画集、写真集
など…あなたの思いや経験・知識を本にしてみませんか。

総合結婚式場・披露宴会場

萩市堀内菊ヶ浜　ＴＥＬ.（0838）22−0326㈹

み ら  く て  い

広島のソウルフードといえばお好み焼きです。お好み焼きにまつわる面白い話を聞きました。広島県民
のお好み焼き愛は強く、コロナ禍でお店での飲食が難しくなった時期には、テイクアウトの利用が大きく
増えました。しかし、ここに新たな問題が生じました。
広島のお好み焼きは、キャベツも生地に練り込んで焼く大阪のお好み焼きとは違い、薄く焼かれた生地

の上にキャベツをたっぷり山盛りにのせてつくります。この大量のキャベツから出る水分量がとても多い
のです。熱々のお好み焼きをプラスチックの容器に入れて持ち帰ると、ふたに付いた湯気が水滴となって
下に落ち、薄い生地に染みてしまいます。せっかくつくりたてを買っても、食べるときには全体がべちゃ
べちゃになってしまうのです。
この問題を解決するために、お好み焼き専用の持ち帰り容器を開発した会社があります。
プラスチックや紙などさまざまな素材で食品パッケージをつくる株式会社シンギ（広島市）が開発した

のは、サトウキビの搾りかすを原材料にした厚手のボール紙のような素材です。これを成形し、ふたには
湯気が水滴化しないように適度な吸湿性を持たせ、底にも水滴がたまらないような構造を取り入れました。
この容器は熱や低温にも強く、テイクアウトの用途だけでなく、冷凍にしたお好み焼きの容器として、

通販や県外での販売にもひと役買っています。東京にある広島県のアンテナショップでもこの容器を採用
したお好み焼きが買えます。
容器・包装資材が広域の運搬に対して商品の価値を保つ例は、ほかにもあります。例えば、高知県はニラの

生産量と出荷量が日本一ですが、京阪神や関東圏など大消費地から遠く離れています。せっかく良いものを
つくっても、それが消費者のもとへほかの産地と競争力を保った状態で届かないとビジネスにはなりません。
そこで、高知県が主導して開発したのが、出荷するときにニラを包む筒状のプラスチックフィルムを工

夫して鮮度を保つ技術でした。収穫したニラをこのフィルムに入れて封をする際に、ニラから出る炭酸ガ
スの量を制御できるようなシール法を開発しました。これによって、鮮度を保てる期間が延びたため、京
阪神はもとより、首都圏まで高知のニラは届けられています。また最近ではこのフィルム自体をさらに薄
くして使い勝手を高め、技術を進化させています。
流通業界を圧迫する2024年問題もあって、おいしいものをおいしい状態を保ったままどうやって消費者

の元へ届けるかは、大きな課題でもあり、さまざま
な素材やシーンで新しい提案が求められている分野
です。また、通信販売や出前配送（デリバリー）な
どでは、消費者の食卓まで、出来上がったものをつ
くり手が届けることも求められています。
消費者はより高度なものを求め、ますますわがま

まになります。モノやサービスを届ける事業者には
とても厳しい状況ですが、逆にいえばそこにビジネ
スチャンスがあるのです。

日経BP総合研究所 上席研究員　渡辺　和博

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
日経BP総合研究所 上席研究員。

1986年筑波大学大学院理工学研究科
修士課程修了。同年日本経済新聞社
入社。IT分野、経営分野、コンシュー
マ分野の専門誌編集部を経て現職。
全国の自治体・商工会議所などで地
域活性化や名産品開発のコンサルテ
ィング、講演を実施。消費者起点を
テーマにヒット商品育成を支援して
いる。著書に『地方発ヒットを生む
逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

「おいしさ運ぶ容器も
進化している」



令
和
６
年
２
月
13
日
㈫
に

萩
商
工
会
議
所
に
て
自
己
研

鑽
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

今
回
は
収
納
導
線
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
防
災
士
の

中
村
佳
子
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
﹃
今
す
ぐ
で
き
る
！
防

災
×
片
付
け
講
座
﹄
に
つ
い

て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

防
災
に
つ
い
て
は
、
１
月

の
能
登
半
島
地
震
が
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
会
員
の
関
心
も

高
く
、
ま
た
中
村
氏
が
同

世
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り

家
族
間
で
の
防
災
に
つ
い
て

な
ど
大
変
分
か
り
易
い
内
容

で
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
講
演
を
も
と
に

私
自
身
も
家
財
・
家
族
の
防

災
に
つ
い
て
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
り
、
後
日
家
族
と
話

を
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

榎
谷
　
紘
司
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一日一生 ～出会いに、仲間に、地域に100%感謝～

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

No.455
萩商工会議所
青年部

現会員数28名

自
己
研
鑽
セ
ミ
ナ
ー

平
素
よ
り
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
の
活
動
に
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
わ
り
ま
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
青

年
部
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
本
年
度
１
年
間
を
通
し
て
、

青
年
部
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

今
回
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
や

現
役
会
員
に
青
年
部
に
入
っ
て

よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
聞
い
て

い
く
︻
だ
か
ら
私
は
青
年
部
︼

と
い
う
企
画
の
最
終
回
で
す
。

令
和
６
年
度
会
長
の
白
井
大
和

君
、
副
会
長
の
岩
川
大
空
君
、

副
会
長
の
榎
谷
紘
司
君
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

全
協
増
強
委
員
会

私
は
こ
の
萩
商
工
会
議
所
青

年
部
に
20
歳
の
頃
よ
り
入
会
さ

せ
て
頂
き
今
年
度
で
19
年
目
の

在
籍
に
な
り
ま
す
。
入
会
し
て

19
年
、
沢
山
の
方
と
出
会
い
が

あ
り
、
本
当
に
多
く
の
事
を
学

ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
は
ま
ず
活
動
す
る
中
で

の
有
意
義
な
点
と
し
て
あ
る
の

で
す
が
、
地
域
経
済
発
展
の
為

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
行
で
き
る
と

い
う
の
も
青
年
部
に
入
会
す
る

メ
リ
ッ
ト
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

私
は
あ
り
が
た
い
事
に
、
こ

れ
ま
で
創
立
40
周
年
事
業
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
、
世
界

一
長
い
蒲
鉾
作
り
に
挑
戦
、
萩

魚
釣
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
釣

萩
、
創
立
50
周
年
記
念
事
業
デ

ィ
ズ
ニ
ー
パ
レ
ー
ド
な
ど
沢
山

の
事
業
に
責
任
あ
る
立
場
で
携

わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
萩
の

若
い
方
の
中
に
は
﹁
も
っ
と
こ

う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み

た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
萩

の
街
の
為
に
こ
う
い
っ
た
取
り

組
み
を
し
た
い
﹂
な
ど
考
え
ら

れ
て
い
る
方
は
多
く
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ

個
人
や
仲
間
内
で
や
る
と
な
る

と
、
人
員
面
、
予
算
面
、
公
の

団
体
で
無
い
と
許
可
申
請
が
難

し
い
な
ど
、
難
点
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
青
年
部
は
そ
う
い

っ
た
面
で
自
由
に
地
域
の
為
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
行
し
や
す

い
団
体
だ
と
思
い
ま
す
。

志
を
持
ち
そ
の
目
標
に
向
か

い
仲
間
た
ち
と
挑
戦
し
あ
う
、

時
に
失
敗
す
る
事
も
有
り
ま
す

が
、
青
年
部
活
動
に
お
け
る
こ

の
経
験
は
、
自
分
自
身
そ
し
て

経
営
者
と
し
て
の
成
長
に
も
繋

が
り
ま
す
し
、
同
じ
経
験
を
共

有
で
き
た
仲
間
と
は
一
生
涯
の

付
き
合
い
が
出
来
る
関
係
性
が

築
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
じ
て

様
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
し
、
そ
の
経
験
を
多
く

の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
共
有
し

た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

白
井
　
大
和
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所
属
す
る
会
社
が
萩
商
工

会
議
所
に
加
入
し
て
お
り
、

な
お
か
つ
40
歳
ま
で
の
若
手

経
営
者
、
あ
る
い
は
、
有
望

な
人
材
の
方
が
い
ら
し
た
ら
、

青
年
部
で
己
を
磨
き
ま
せ
ん

か
？
多
く
の
異
業
種
の
方
と

の
交
流
、
様
々
な
青
年
部
事

業
の
運
営
を
通
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
一
生
の
友
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
学
ん
だ
こ

と
は
必
ず
自
身
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
青
年
部

事
務
局
や
現
役
青
年
部
会
員

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
部
事
務
局

☎
２
５‑

３
３
３
３
担
当
　
瀧

青
年
部
の
魅
力
や
い
い
と
こ

ろ
は
私
よ
り
も
遥
か
に
経
験
値

の
高
い
、
多
く
の
先
輩
方
が
語

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
歴
や
経
験

の
浅
い
私
か
ら
お
伝
え
で
き
る

こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
そ
の
中
で
、
私
が
在
籍
し

た
５
年
間
で
感
じ
た
こ
と
を
お

伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
が
青
年
部
に
入
会
し
た
年

は
２
０
１
９
年
で
し
た
。
新
入

会
員
と
し
て
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
状
況
の
中
過
ご
し
て
い
た

矢
先
、
流
行
り
病
が
世
界
中
を

襲
い
ま
し
た
。
た
ち
ま
ち
状
況

は
一
変
し
、
青
年
部
の
活
動
も

休
止
。
数
ヶ
月
後
、
活
動
を
再

開
で
き
た
と
し
て
も
多
く
の
こ

と
に
制
限
が
あ
る
と
い
う
状
況

が
続
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
在
籍

中
の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ロ
ナ
と
共

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
、
コ
ロ
ナ
禍
、
コ

ロ
ナ
後
と
、
こ
こ
数
年
特
に
目

ま
ぐ
る
し
く
状
況
が
変
わ
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
新
し
い
常
識
が

常
に
更
新
さ
れ
続
け
て
い
る
の

を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
経
緯
を
経
て
、

青
年
部
は
現
在
大
き
な
転
換
期

に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
50

年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
萩
の
青

年
部
に
は
た
く
さ
ん
の
偉
大
な

先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
そ
の
歴
史
を

紡
ぐ
た
め
に
は
、
過
去
の
功
績

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
新
し
い
常

識
の
中
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
、

新
し
い
形
で
活
動
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

青
年
部
で
活
動
し
て
い
る

と
、
自
分
が
力
を
発
揮
で
き
る

場
面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
、
自
分
に
は

で
き
な
い
こ
と
を
自
分
以
外
の

仲
間
が
で
き
る
こ
と
の
方
が
遥

か
に
多
い
で
す
。
こ
の
集
団
が

一
つ
の
も
の
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂

げ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
特
別
な
場

所
が
職
場
以
外
に
あ
っ
て
も
い

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

岩
川
　
大
空

私
が
、
青
年
部
に
入
会
し
て

よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は
﹃
経

験
﹄
で
す
。

私
は
今
年
で
７
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
イ

ベ
ン
ト
関
係
の
委
員
会
で
過
ご

し
、
産
業
フ
ェ
ス
タ
や
お
み
せ

や
さ
ん
ご
っ
こ
等
、
多
く
の
方

に
参
加
い
た
だ
い
た
イ
ベ
ン
ト

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
こ
と
、
出
店
者
を
募
集

す
る
こ
と
、
事
前
申
請
や
準
備

物
の
管
理
等
、
日
ご
ろ
の
自
身

の
事
業
で
は
経
験
で
き
な
い
こ

と
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
際
に
行
政

の
方
や
、
出
店
者
や
ス
テ
ー
ジ

の
演
者
の
方
、
ご
協
力
い
た
だ

く
業
者
の
方
な
ど
多
く
の
方
と

知
り
合
う
と
い
う
経
験
も
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し
て

現
在
で
は
自
分
の
事
業
と
し
て

も
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と

お
の
ず
と
準
備
や
当
日
の
運
営

な
ど
会
員
み
ん
な
で
作
り
上
げ

る
楽
し
さ
と
い
う
も
の
も
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

え
る
青
年
部
に
入
会
す
る
こ
と

が
で
き
て
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
発

展
・
活
気
の
た
め
に
も
青
年
部

活
動
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。榎

谷
　
紘
司



１
月
30
日
㈫
、
16
名
参
加

に
よ
り
事
業
委
員
会
主
幹
の

﹁
蒲
鉾
作
り
体
験
﹂
を
㈲
忠
小

兵
衛
蒲
鉾
本
店
で
行
い
ま
し

た
。
焼
き
抜
き
蒲
鉾
の
製
造

は
工
場
長
さ
ん
達
の
指
導
の

下
、
準
備
し
て
頂
い
て
い
た

す
り
身
を
板
に
の
せ
形
成
し
、

赤
い
食
紅
入
り
の
す
り
身
で

文
字
や
絵
を
描
く
作
業
で
し

た
。
こ
れ
が
見
る
の
と
や
る

の
と
は
大
違
い
で
、
板
に
す

り
身
を
乗
せ
る
所
か
ら
難
し

く
、
皆
さ
ん
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
し
た
。
お
客
様
に
提
供

で
き
る
ま
で
は
最
低
10
年
の

修
行
を
要
す
る
と
お
聞
き
し
、

合
点
が
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
制
作
中
の
皆
さ
ん
の
真

剣
な
顔
、
で
き
た
時
の
笑
顔

を
見
て
、
初
め
て
の
体
験
事

業
で
し
た
が
、
や
っ
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
事
業

委
員
を
は
じ
め
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
た
く
さ
ん

の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
何
よ
り

㈲
忠
小
兵
衛
蒲
鉾
本
店
の

方
々
、
会
長
の
長
谷
さ
ん
に

は
多
大
な
負
担
を
お
か
け
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
丁
寧
に

ご
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

蒲
鉾
を
頂
く
と
き
の
気
持
ち

が
今
後
変
わ
り
そ
う
で
す
。

廣
畑
か
ほ
り

令
和
６
年
２
月
６
日
、
岩

国
商
工
会
議
所
女
性
会
創
立

50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

が
錦
帯
橋
の
袂
、
岩
国
国
際

観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

長
谷
会
長
、
廣
畑
事
業
委
員

長
、
増
山
広
報
委
員
、
私
の

４
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

式
典
の
冒
頭
、
岩
国
女
性
会

会
長
貴
船
明
美
氏
が
、
金
沢

の
災
害
に
触
れ
ら
れ
、
お
見

舞
と
、
本
会
を
開
催
で
き
た

こ
と
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
は
12
名
、
山
口
県
知

事
を
は
じ
め
４
名
の
方
に
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
、
女
性
会
の
多
様
な

職
種
、
活
動
、
柔
軟
な
発
想

に
期
待
し
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
し
た
。

会
場
を
移
動
し
て
の
記
念

講
演
は
、
テ
レ
ビ
山
口
で
も

お
馴
染
み
の
東
雷
太
郎
氏
、

﹁
予
測
不
可
能
な
人
生
を
楽
し

む
﹂
と
い
う
演
題
で
、
金
沢

で
高
校
３
年
間
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
で
マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ
る
仕

事
を
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら

師
匠
の
勧
め
で
山
口
大
学
に

行
か
れ
、
興
味
あ
る
生
き
方

の
お
話
を
マ
ジ
ッ
ク
を
交
え

て
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
創
作
舞
踏
三
代

目
菅
原
左
翔
様
の
妖
艶
な
剣
舞

が
あ
り
、
ミ
ー
ハ
ー
丸
出
し
で

写
真
を
御
一
緒
し
ま
し
た
。

開
場
ま
で
の
待
ち
合
い
で

い
た
だ
い
た
美
味
し
い
お
茶
、

味
に
覚
え
が
あ
る
と
思
っ
た

ら
、
何
と
萩
み
ど
り
！
選
ん

で
下
さ
っ
た
岩
国
女
性
会
様

の
お
心
遣
い
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

尾
河
あ
お
い
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岩
国
商
工
会
議
所
女
性
会

岩
国
商
工
会
議
所
女
性
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

岩
国
商
工
会
議
所
女
性
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典

蒲
鉾
作
り
体
験

蒲鉾作りの感想蒲鉾作りの感想蒲鉾作りの感作りの感蒲鉾作りの感蒲鉾作りの感蒲鉾作りの感蒲鉾作りの感想想想想想想想想想想想想想想想
● 指導通りにできない？のは年のせいでしょ
うか。難しいものですね。良い体験をあり
がとうございました。

● ご指導のお陰様で短時間で終わりました。
匠の技になるまで、何年かかりますかね。

● 見るとやるのと大違い。なかなか思う様に
いきません。これから心して「カマボコ」
いただきます。

● 体験させて頂いて人生の宝になりました。
楽しかった。職人さんのわざはすごかっ
た～♡

● やわらかいエソの魚の白身を板にのせ蒲鉾
作りを体験し、感動致しました。生まれて
初めての手作り蒲鉾嬉しいです！
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人 材 情 報 −私たちは事業主の期待に応えます−
※改正男女雇用機会均等法の施行により、性別は表示されていません。
個人の免許・資格・経験を重視されて、面接の機会均等にご理解いただくようお願いいたします。

掲載番号 住所 学歴 希望勤務時間 希望収入 希望職種 免許・資格 経験職種（　年）

５−56

５−57

５−58

５−59

５−60

※面接を希望される求職者の方がおられましたらハローワークの相談窓口までご連絡ください。
※ハローワークでは、随時紹介を行っていますので、記載されている求職者が既に就職されている場合があります。
その際にはあしからずご了承ください。
※詳細については、萩公共職業安定所（☎22−0714）へご連絡ください。〔資料提供：萩公共職業安定所〕

萩　市 高卒 時間不問 30万円 水産加工工
普通自動車、ふぐ調理師
小型船舶操縦士、ダイビング
ライセンス

鮮魚調理師　（約３年）

萩　市 専門卒 ８：00～17：00 18万円 理学療法士 普通自動車、 理学療法士 理学療法士（約11ヶ月）

預貯金窓口業務
（約17年）萩　市 高卒 時間不問 22万円 IT関係業務 普通自動車

萩　市 短大卒 時間不問 時給928円 保育園・幼稚園
教員 普通自動車、幼稚園教諭免許 製品製造加工員

（約27年）

萩　市 高卒 10：00～19：00
４時間程度 時給928円 包装作業員 普通自動車、美容師 美容師 （約32年）

お 知 ら せ

２月１日
〜

■事務局日誌■
１日・定住自立圏共生ビジョン懇談会
・ビジネスドラフトやまぐち担当者会議

２日・建設製造部会正副部会長会議
・萩市観光協会理事会
・商業部会常任委員会

４日・萩観光シーズン開き
５日・萩市廃棄物減量及び地域美化推進審議会
・山口県商工会議所連合会会頭懇談会
・萩青色申告会定時総会及び確定申告説明会

６日・山口県央連携都市圏域ビジョン懇談会
・萩市共通商品券協同組合理事会・臨時総会

７日・中国地方商工会議所連合会事務局長会議
（～８日）
・パソコン会計決算処理講座（～８日）

８日・萩まちじゅう博覧会実行委員会
９日・地域ＤＸ推進のための協議
・宇部商工会議所創立90周年記念大会
・サービス輸送部会常任委員会
・水産部会常任委員会

10日・しろ魚豊漁祈願祭
・萩椿まつりオープニングセレモニー

11日・紀元祭、奉祝祭
・建国記念の日奉祝萩市民大会
・第230回日商珠算能力検定試験

きごうの所議会 ２月29日

☎083－941－5558　FAX 083－941－5168

ショッピングパーク

毎週土曜日9：00～12：00

大好評
土曜朝市開催！
土曜の朝はアトラスへ集合

0838−26−0909

13日・はぎビズ活動報告、評価会
14日・理財庶業部会常任委員会
19日・萩大茶会実行委員会
20日・萩市文化財保存活用地域計画協議会
21日・障がい者おしごとネットワーク北浦実行

委員会
・全国商工会議所観光振興大会（～22日）

24日・山口萩漁協魚市場仲買人組合定時総会懇
親会

25日・第166回日商簿記検定試験
26日・萩焼まつり出店者会議
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当所は経営革新等支援機関の認定を受けています。
お気軽に萩商工会議所までご相談ください。〈TEL 25‑3333〉

定額減税の対象となる人

　「令和６年度税制改正の大綱」（令和５年12月22日閣議決定）において税制改正の内容が決定され、
この大綱に沿った国税の改正法案が成立し、施行された場合には、令和６年分所得税について定額減税
が実施されることとなります。
　この場合、令和６年６月１日以後最初に支払う給与等につき源泉徴収を行う際から定額減税を行うこと
になりますので、早期にご準備に着手ください。
　定額減税の制度の詳細につきましては、国税庁ホームページの定額減税特設サイト（随時最新情報に
更新します。）をご覧ください。

　令和６年分所得税について、定額による所得税額の特別控除（定額減税）の適用を受けることができる
人は、令和６年分所得税の納税者である居住者で、令和６年分の所得税に係る合計所得金額が1,805万円
以下である人です。
、令和 年分所得税 納税者

以下である人です。

定額減税額
　定額による所得税額の特別控除の額（定額減税額）は、次の金額の合計額です。
　ただし、その合計額がその人の所得税額を超える場合には、控除される金額は、その所得税額が限度と
なります。
　①本人（居住者に限ります。） 30,000円
　②同一生計配偶者及び扶養親族（いずれも居住者に限ります。） 1人につき 30,000円

　給与所得者に対する定額減税は、扶養控除等申告書を提出している給与所得者（いわゆる甲欄適用者）
に対して、その給与の支払者のもので、その給与等を支払う際に、源泉徴収税額から定額減税額を控除する
方法で行われます。
　給与の支払者は、以下の二つの事務を行うことになります。
①令和６年６月１日以後に支払う給与等（賞与を含みます。）に対する源泉徴収税額からその時点の定額
減税額を控除する事務（月次減税事務）

②年末調整の際、年末調整時点の定額減税額に基づき清算を行う事務（年調減税事務）

給与の支払者の事務のあらまし（給与所得者に対する定額減税）

定 額 減 税定 額 減 税

定額減税特設サイト
https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm
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がんばる経営者  応援宣言！！
当所は経営革新等支援機関の認定を受けています。お気軽に萩商工会議所までご相談ください。

日本政策金融公庫 金融相談日
当日は、㈱日本政策金融公庫山口支店担当者がご相談に応じます。

借入相談・事前相談、返済のご相談等にご利用ください

■日時／４月４日㈭・18日㈭ 午前10時～午後３時
■会場／萩商工会議所

利率1.30％
ご融資額 2,000万円以内

（詳しくはお問合せください）

返済期間　設備　10年以内
運転 ７年以内

無　担　保 無 保 証 人

担当者がご相談に応じますので、お気軽にお問合せください

●従業員数が、小売・卸売・サービス業の方は５人以下。製造・
その他の業種の方は20人以下の方。
●税金（所得税・事業税・住民税）等が完納されている方。
●萩市内で1年以上事業を行っている方で商工会議所の経
営指導を受けている方。

商工会議所の推薦で日本政策金融公庫がご融資いたします。

ご利用いただける方

●前年、前々年の決算書・申告書。
●所得税（法人税）・事業税・住民税の領収書または納税
証明書。
●最近の試算表。
※設備資金の申込の場合は、見積書・カタログなどが必
要になります。

ご準備いただくもの

マル経融資制度は、小規模事業者の経営を金融面からサポートするために設けられた公
的融資制度です。商工会議所の推薦により、日本政策金融公庫から無担保・無保証人・低
金利で融資を受けることが出来ます（融資条件等は令和６年３月８日現在のものです）。

事業資金はマル経で
制度のご紹介

要予約

知的財産権に関する相談等にご利用ください

特許・商標等相談日
特許・商標等を事業に活用するための相談、企業間連携に係る秘密保持、共同開発

などの契約等に関するご相談に専門家が応じます。どうぞ、ご利用ください。

■日時／４月９日㈫ 午後１時～４時
■会場／萩商工会議所
■担当者／知的財産アドバイザー（山口県知財総合支援窓口からの派遣相談員）

要予約

相談無料

個別面談

秘密厳守
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萩商工会議所ニュース３月号 通巻616号
発行日　令和６年３月15日（毎月15日発行）
発行所　萩商工会議所　〒758‑0047 山口県萩市東田町19‑4

TEL 0838‑25‑3333 FAX 0838‑25‑3436

印刷所　㈲マシヤマ印刷
定　価　１部　50円（会員は会費に含まれています）

00000
「がんばろう萩！市内お買い物商品券2024」「がんばろう萩！市内お買い物商品券2024」「がんばろう萩！市内お買い物商品券2024」「がんばろう萩！市内お買い物商品券2024」「がんばろう萩！市内お買い物商品券2024」期間

限定

■利　用　期　間 各世帯に届いた日～令和６年７月31日(水)

■対　象　世　帯 令和６年３月１日時点で萩市の住民基本台帳に登録がある世帯

■配布商品券 １世帯6,000円（1,000円券×６枚）
○内訳　共通券（全ての加盟店で利用可能）3,000円
　　　　専用券（市内に本社等のある加盟店のみ利用可能）3,000円
　　　　※令和５年10月から実施した、プレミアム付商品券の利用店舗と同様の区分です。

■配布予定時期 ４月１日から順次配布（地域や再配達などにより最大４月下旬までかかります）

■配　布　方　法 簡易書留で各世帯に配布予定

■利　用　店　舗 市内に店舗等のある萩市共通商品券組合の加盟店

期間限定の商品券を４月から全世帯に配布します。


